
令和 8 年度 第 1 回 副業人材活用セミナー 開催レポート 

 

○日 時 令和 8 年 7 月 10 日（金） 14:30～16:00  

○会 場 福島県産業交流館（ビッグパレットふくしま）4 階 プレゼンテーションルーム 

○参加者 23 名 

○ゲスト 

 ・県内事業者：株式会社安斎果樹園 安齋 忠幸 様 

 ・副業人材：倉本 剛 様、藤原 多聞 様、乾 英彰 様 

○内容 

 第 1部 

 １．事業説明 

２．副業人材活用の事例紹介 

３．副業人材ミニトーク 

 第 2部 

１．副業人材とのグループワーク 

２．フリートーク・交流会  

 

ビッグパレットふくしまにて、「副業人材活用セミナー」を開催しました。 

本セミナーは、人口減少や人材不足が進む中で、県内事業者が外部人材の力をどのように取り入

れ、自社の課題解決や新たな取組につなげていくことができるのかを学ぶ機会として実施されまし

た。今回は、オンラインでの支援に加え、実際に副業人材が現地に足を運び県内事業者とともに課

題解決に取り組んだ事例を紹介しました。また、参加者が副業人材へ直接相談できる時間や、参加

者同士の交流時間も設け、自社ならではの副業人材の活用方法を具体的に考える場となりました。 

 

 第 1 部では、事務局より福島県副業人材マッチングサイトの概要と、今年度新たに設けられた宿

泊費支援制度について説明を行いました。宿泊費支援制度については、副業人材に実際に福島県を

訪れてもらうことで、オンラインだけでは見えにくい現場の状況や商品、業務の流れ、顧客との接

点などを直接把握してもらい、より深い課題解決につなげることを目的とした制度であることを説

明しました。 

 

次に、実際に副業人材に現地に足を運んでもらった事例として、福島市飯坂町で果樹園を営む安

斎果樹園の安齋忠幸様と、副業人材として EC サイト構築やバックオフィス支援に関わった倉本剛

様よりお話を伺いました。 

 

安斎果樹園では、桃やりんご、さくらんぼなどの贈答用注文を多く受けていますが、従来はホー

ムページの問い合わせフォームに届いた注文内容を一件ずつ手入力し、配送伝票を発行していまし

た。収穫期には早朝から夕方まで農作業を行った後、夜遅くまで注文情報の整理や発送準備を行う

必要があり、大きな業務負担となっていました。 



そこで、福島県副業人材マッチングサイトを通じて倉本様と出会い、費用を抑えながら導入でき

る EC サイトの仕組みづくりに取り組みました。倉本様は、まずオンラインで安斎果樹園の現状や今

後の事業の方向性を丁寧にヒアリングしたうえで、注文管理、キャッシュレス決済、配送伝票発行

などの仕組み化を提案。その後、実際に安斎果樹園を訪問し、出荷現場や運送会社とのやり取り、作

業の流れを確認しながら支援を進めました。現地に足を運ぶことで、オンラインだけでは見えにく

い業務の実態を把握でき、安斎果樹園に合った実践的な提案につながりました。 

 

安齋様からは、「以前は収穫後に夜遅くまで注文情報の入力や伝票発行を行っていたが、EC サイ

トの仕組みを整えていただいたことで、事務作業の負担が大きく軽減された。もっと早く取り入れ

ていればよかった」とのお話をいただきました。また、仕組みづくりの過程で情報発信の手法も整

備され、販売開始の案内を LINE やメールで顧客に届けられるようになったことで、新規顧客やリピ

ーターからの注文にもつながり、売上面での効果も感じられているとのことでした。 

 

倉本様からは、「ホームページを作って終わりではなく、それをどのようにお客様に知っていただ

き、購入につなげるかまで考えることが重要」とのお話がありました。現在では、安齋様自身が EC

サイトや情報発信の仕組みを運用できるようになっており、必要に応じて倉本様へ相談しながら、

自走できる体制につながっています。 

今回の事例を通し、副業人材が単に業務を代行するのではなく、事業者の現場や状況を理解しな

がら、無理なく継続できる仕組みを一緒に整えていくことの重要性を参加者に伝えることができま

した。 

 

 続いて、県内事業者の支援に携わっている副業人材の方々にご登壇いただき、ミニトークを行い

ました。参加事業者に対し、「実際にどのような方が副業人材として関わっているのか」「副業人材

はどのような視点で事業者の課題に向き合うのか」を知っていただくことを目的に実施しました。

専門的なスキルを持つ外部人材というだけでなく、事業者の悩みやモヤモヤを一緒に整理し、課題

解決に向けて伴走する存在としての副業人材の関わり方を、実際の支援経験をもとにお話しいただ

きました。 

 

一人目は、広告デザイン・情報発信の専門家として活動する藤原多聞様です。藤原様は、東京都と

福島県の二拠点で活動しながら、福島県内の事業者支援に継続的に関わってきました。副業人材マ

ッチングをきっかけに福島との関わりが始まり、現在では県内での事業支援や地域に根ざした活動

にも取り組まれています。 

藤原様からは、副業人材に相談する際には、最初から「記事を何本作ってほしい」「SNS を毎日投

稿してほしい」といった作業内容を細かく決めすぎるよりも、「売上を伸ばしたい」「Web 集客を強

化したい」といった大きな課題や悩みを共有してもらう方がより効果的な提案につながりやすいと

のお話がありました。また、福島県内には魅力ある事業者や地域資源が多くあり、近年は SNS を活

用した情報発信の重要性が高まっていることもご説明いただきました。 

 



二人目は、経営相談や人材育成の分野で活動する乾英彰様です。乾様は、これまで企業でのマネ

ジメント経験を重ねる中で、人材育成や組織づくりの重要性を実感し、現在はその経験を活かして

活動されています。乾様からは、福島県内の建築施工事業者における管理職育成の支援事例につい

て紹介がありました。建築業界の経験が必ずしもあるわけではない中、管理職としての在り方や人

を育てる視点、コミュニケーションの取り方など、これまで培ってきた経験を分解して活かすこと

で、異なる業種の事業者にも支援できることが共有されました。 

月 1 回のミーティング参加や従業員との 1on1 面談などを通じて、事業者が抱える組織上の課題

に向き合っているとのことでした。乾様からは、副業人材の持つスキルは、業種を越えて活用でき

る部分も多く、事業者が抱える悩みに応じて柔軟に関わることができるとのお話がありました。 

 

 お二人の話を通じて、参加者は副業人材が単に業務を代行する存在ではなく、事業者自身もまだ

言語化しきれていない課題を一緒に整理し、それぞれの専門性や経験を活かしながら、解決に向け

た道筋を考えてくれる存在であることを具体的に知る機会となりました。 

 

 第 2 部では、参加事業者と副業人材によるグループワークおよび交流会を実施しました。 

参加者は A・B・C の 3 グループに分かれ、各グループには第 1 部で登壇した倉本様、藤原様、

乾様が入りました。はじめに参加者同士で自己紹介や事業紹介を行い、その後、現在抱えている課

題や今後取り組んでみたいことについて共有しました。 

各グループでは、EC サイトや SNS 活用、広告デザイン、キャッチコピーの見直し、社内にノウ

ハウを残す仕組みづくりなど、参加事業者からさまざまな相談が寄せられました。中には、課題が

明確に整理されている相談だけでなく、「何となく今のままでよいのか不安がある」「長年続けてい



る広告の見せ方を見直したい」「頭の中にある事業をどのように展開していけばよいかわからな

い」といった、明確な課題になる前の悩みも多く見られました。参加者が自社や自身の取組につい

て話す中で、事業の方向性や課題を少しずつ言葉にしていく様子が印象的でした。 

それに対し、副業人材の方々は、すぐに解決策を提示するのではなく、参加者の話を丁寧に聞き

ながら、「誰に届けたいのか」「どのような状態を目指したいのか」「今のやり方のどこに違和感が

あるのか」といった問いを投げかけていました。対話を通じて、参加者が抱えている漠然とした課

題を整理し、次に考えるべきポイントを引き出していく関わり方が見られました。 

特に、「モヤモヤしていることは悪いことではなく、その中にビジネスチャンスがある」「まずは

言葉にして誰かに話してみることが大切」といった副業人材からの言葉に、参加者がうなずきなが

ら自社の状況を振り返る場面も見られました。また、参加者同士の会話の中では、「必要なとき

に、必要な分だけ」外部の専門性を活用できる点が、副業人材の大きな特徴であるという理解も深

まっていきました。副業人材の活用は、大きな業務を丸ごと任せるものに限らず、広告の見直し、

情報発信の壁打ち、業務改善の相談など、小さなテーマから始められるものだという気付きにもつ

ながっていました。 

 

後半の交流時間では、参加者が副業人材に個別に質問したり、他の事業者と課題や取り組みにつ

いて意見交換をする姿が見られました。第 1 部の事例紹介やミニトークを聞くだけでなく、自社の

悩みを実際に話してみることで、副業人材の活用をより身近に感じる機会となりました。 

 

今回のグループワークを通じて、参加者にとって自社の課題を整理するきっかけとなるととも

に、副業人材が単なる外部の作業者ではなく、事業者の考えを引き出し、課題の輪郭を一緒に明確

にしてくれる存在であることを実感する時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 



終了後の参加者アンケートでは、「副業という意味を肌で感じられた」、「事例紹介と講師の方々

との交流ができたことが良かった」などの感想をいただきました。また、グループワークについて

も、「副業人材の方や参加者の方々と直接話すことができた」、「色々な方の話を聞くことができ、

参加して良かった」といった声があり、副業人材との直接相談や参加者同士の交流が、自社の課題

を考えるうえで有意義な時間となったことがうかがえました。 

 

今後も事務局として、今回のセミナーで得られた気付きや参加者からの相談内容を踏まえなが

ら、県内事業者の課題整理から副業人材とのマッチング、活用後の伴走支援まで、継続してサポー

トしてまいります。 

 

以上 


